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「新年のご挨拶」

鳥取県西部中小企業青年中央会
会長　渡辺　一徳

　あけましておめでとうございます。旧年中は、会員及びOB会員
の皆様をはじめ、大変多くの方々にご支援ご協力を賜りまして、厚
く御礼申し上げます。本年も変わらずよろしくお願い申し上げます。

　昨年（39期上期）を振り返りますと、7月の通常総会・懇親会に始
まり、8月から12月まで様々な例会を開催することが出来ました。
会員自らが講師となって行った手作りの例会、青年中央会OB先輩
に熱く語って頂いた例会、外部から講師をお招きしての例会等など、

全て委員長が主となって委員会が企画立案し、役員会で承認を得て例会の開催が実現出来ました。39期
はスローガンを『実行力』と掲げさせて頂きましたが、正に実行力が伴った何れも甲乙つけ難い素晴らし
い例会だったと思います。
　10月に行われた鳥取県中小企業団体中央会の会長や専務理事、事務局長といった役員の方達と各地区
青年中央会会長との意見交換会が開催されたことも新しい試みで大変有意義でした。団体中央会と青年中
央会の間で新しい流れや可能性を感じ取ることが出来ました。
　11月には松江商工会議所青年部、安来商工会議所青年部と3団体合同で初めて交流会が開催出来ました。
グループディスカッションと親睦交流を行うことが出来て非常に良かったと実感しています。

　今年（39期下期）の抱負ですが、着実に実行力を身に付けていく、身に付けた実行力にどんどん磨きを
かけて行きたいと思います。下期も青年中央会活動は委員会や例会のみならず、関連団体や他団体との交
流事業など数多く開催が予定されています。その為、しっかりと計画立ててから実行に移す。実行した後
は検証を行う。良かった所は引継ぎ、そうでなかった所は反省して改善を行う。そして次の実行に活かし
ていく。そのような過程を何度も繰り返して行くことが大切だと思います。
　7月には記念式典や記念パーティーを始めとする40周年記念事業を開催する予定です。この事業に最大
の実行力が発揮されるよう、会員全員の力を結集して必ず成功に導きたいと考えております。

　今年も、一層のご理解とご協力を賜りますようお願い申し上げ、皆様方のご健勝とご多幸をお祈りいた
しまして、私の新年の挨拶とさせて頂きます。



例会を終えて…　広報委員会 委員長　生田育永
　12月17日、年末のお忙しい中お越しいただきました会員の皆さん、ありがとうございました。講演「米
子人気質とは何か」はいかがだったでしょうか？今回の講演を通じて、今後米子で商売をしていくうえで
何かのヒントとなれば幸いです。
　そして、広報委員会のメンバーには最後の最後まで尽力をつくしていただきました。本当にありがとう
ございました。
　さて、今回の例会記事は2面ということでね、ここからはちょっとフランクに書きますけん。講演の内容
は置いといて個人的に細部にこだわったことが3つあるから聞いてごしない。
　ひとつめは、例会の受付を映画館のチケット売り場でしたこと。長谷川洋さんと廣谷さんが売り場と完
全にミスマッチでそこだけ異空間でよかったんだがん。

　２つめは、広報で撮った写真を映画ポスター風に加工して映画館の通路に貼っておいたこと。たぶん誰も気づいてごさんかった
けどね。
　３つめは会場の副統括として箔を付けるために、副委員長に「出来る女史」風 伊達メガネをつけてもらったんですけん。（もう米
子弁無理…）
　ほとんどの人がそげに気にもしてなかったと思うが、何人かが「例会で一番よかったのが副委員長のメガネ」って言いやがった
んだがん！
　ホント米子人気質ってどげしゃもねーわ。

　12月17日、広報委員会担当の12月例会

が米子駅前イオン3階ガイナックスシア

ターにて開催された。

　冒頭、渡辺会長

より今年に受けた

講習の中で役立つ

こととして、「ファ

シリテーション」

について話があり

ました。ファシリ

テーションの定義

は「中立な立場で

チーム、プロセスを管理しチームワークを

引きだして成果を最大にすることを支援

する」こと。また話すときに「共有・発散・収

束・決定」の4つのフェーズを行なってい

く事が大切で、「今後、会だけでなく会社や

いろいろな会議を行う時に以上のことを

踏まえ、目的をもって目標を決めて会議を

行ってほしい。」と語られた。

　続いて新入会員バッチ授与が行われ、石

原竜新入会員より「ひとつでも多くの出会

いを大切にして諸先輩方からのお話を聞

きながら自己研鑚していきたいです。」と

の挨拶があった。

　委員長タイムで

は総務委員会の本

田委員長より、どう

してもやりたかっ

た『ヒッチハイク』

の実体験について

の説明があり、「年

を重ねて今更ヒッ

チハイクなんてで

きるのか？と桜島を目標にチャレンジし

ましたが荒島で断念し、振り返るとあの時

やっておけば良かったと後悔しています

が、今年度の総務委員長としては後悔の無

いように頑張っていきたい」と会場を沸か

せ終了した。

　その後、映画上映さながらにブザーが鳴

り数分間の映画が流れたのち「米子の風土

が生み出す『米子人』気質とは何か？」を

テーマにフリートーク講演が行われた。

　開演前に生田委員長より、米子を作り上

げた人々の気質や地域性を理解すること

により業務の拡大や販売戦力に役立てて

ほしいと趣旨説明が述べられた。

　講演では㈱ガイナックス・ゼネプロ本

部より本部長の赤井孝美氏とプロデュー

サーの実繁浩一氏をお迎えし当会の蓼本

満梨子会員、小林大助会員をインタビュ

アーとしてお話を伺いました。歴史の上で

米子がどういった街でどういう成り立ち

で出来たかを知らなければ「米子で上手く

いく方法」が見出せないと話され、その中

で米子は昔、最新の物が入りやすい土地柄

だった為「新しい物好きで飽きやすい」気

質が生まれたと説明されました。

　しかし近年は流通も情報も発達しその

恩恵が無くなった状態になっているため

に悪くなっている。でも米子の気質には

「自分達で考え行動する気質」や「他の地域

の人達を受け入れる気質」も持っているの

で面白いことをして人が集まれば一気に

それを商売にしていける力を持っている

と語られました。

　最後に盛政専務理事より、「地元で暮ら

していると分からない事が多いが、それを

皆で掘り起こさないといけないと感じま

した」と謝辞を述べられ12月例会は閉会

した。　　　　　　　　　　（記事：古谷）

テーマ：「米子の風土が生み出す
　　　　　　『米子人』気質とは何か？」12 月 例 会 開 催月 例 会 開 催12



～卒会者から君たちへ～ 竹中和孝 会員

　どんなものでも流行り廃りがあります。
　その廃れていくもののから生活臭だった
り、作った人の想いや苦労を妄想するのが大
好きです。
　建設業界にいるものとして、常に新しい仕
事を追い求めているわけですが、解体される
ものを見ると切なくなります。そして、解体
されることなく遺構として残され（または打

ち捨てられ）たものから発せられるオーラは、身を震わせるものがあります（廃屋マニアといいます）。
　こちらは広島県の大久野島（別名：うさぎ島・毒ガス島）にある発電所跡です。中は取り壊されが
らんどうですが、古い窓枠から差し込む光が神々しくもあります。いずれは長崎県にある軍艦島に
行きたいです（見れる場所はかなり少ないですが）。多分日本に現存する最大の廃屋だと思います。
　次に、「なつかし自販機シリーズ」です。昔は峠の要所にコインレストランがあり、軽食のサービ
スがありました。そこで活躍していたのが、富士電機製の麺類自販機。
　こちらは出雲の「コウラン」、そして兵庫県香住町の「ふじ」です。コウランはテレビでも出まし
たので、ご存じの方もいらっしゃると思います。出てくるうどんやそばは一見しょぼいですが、実
は一日数回商品の補充をしたり、店の裏で実際に掻き揚げを揚げていたり、手の込んだ商品でもあ
ります。

　そして哀愁を誘うのが、機械はすでに廃番となり補修部品もなくな
り、また保守を行える人も日本に数人しかいないこと。彼らが半ば壊
れかけの自販機を、なんとか命長らえさせています。そこにはプロジェ
クトXほど大きくはありませんが、職人としてのドラマが存在します。
　youtubeでも「なつかし自販機」で検索すると、その筋のマニアな方
がプロ並みの編集で投稿されています。ぜひご覧ください。
　来年には動かなくなって撤去されるかもしれない「なつかし自販
機」。探し、食し、少しでも長く残ってもらうために自販機を廻る旅に
出てみませんか？

　平成７年１月に入会して早20年。あっという間の中央会活動でした。
　今思い返しても食品会館での入会審査の緊張感が、ついこの間の様な気がします。私に注がれる理事の
方々の熱いまなざし・・・。何を話したか全く覚えていません。
　この20年間で私の血や肉になったものは何かと振り返ると、『人との繋がりの大切さ』を学んだことです。
自分が一生懸命やれば得るものも大きく、やりがいもあります。若い年齢での入会でしたので、委員長を始
め委員会のメンバーはみんな大人に見え、テキパキと活動を進めていく姿に、『いつになったら自分もあんな
風に行動できるだろう』と尻込みばかりしていました。
　そして月日は経ち、私もいつの間にか中堅と言われる年代になっていました。そんなある時先輩会員から

言われました。「竹中くん、中央会の仕事は自分からやらせてくれって言わんと面白みがわからんで」・・・。それからです。少しず
ついろんな役目を引き受け、色んな会員と話す事によってそれぞれの思いで会員活動をしている事が分かりました。自分が同じ志
を持って初めて垣間見れた瞬間でした。自分にとって中央会とは自分を成長させてくれ、また仕事と家庭以外の心のゆとりを感じ
る場でもあります。
　仕事の時間配分の使い方 、人との付き合いの仕方など色々な事を学ぶことができます。ただ中央会に入ってるだけでなく、一歩
踏み込んでどんどん活動してみて下さい。一生懸命やればやるほど応えてくれる仲間はいるし、やりがいがあると思います。
皆さん、中央会生活悔いが残らないよう頑張って下さい。

桑本の｢淘汰されるものの叫び｣

言う 言う趣 味趣 味

　ここ最近、防災行政無線の
必要性や高齢者の見守り等
のニーズが高まる中、第17
期ご卒会の㈱タイヨー通信
　代表取締役社長　安達清
ＯＢを訪問いたしました。
　㈱タイヨー通信では防災
無線や監視カメラ、インター
ネット回線、ケーブルTV等

の販売・施工を行なっていて鳥取、島根両県で幅広く事業を展開
しておられます。
　自治体や企業向けの仕事が多いようですが、様々なニーズに対

応されており、気軽に相談して欲しいとの事でした。
続いて入会当時の思い出をお聞きしました。「色々な団体から誘い
があったが、親しい方からの誘いで鳥取県西部中小企業青年中央
会に入会した。仕事が忙しく、出られない事もあったが、秦野会長
の時はカルチャー委員会委員長。宇佐見会長の時は副会長をさせ
てもらった。会では多くの友人を得る事ができ、入会して本当に良
かったと思う。」と当時を振り返っておられました。
　最後に現役会員へのメッセージとして「度々生情という言葉が
あるが、度々会っていると情が生まれるという意味で、とにかく会
に参加し色んな人と接する事でその人の良い所がわかる。それに
気づくかどうかは会に参加しなければわからない。また、ある方に
教えられた事だが、じゃがいもを樽に入れてかき混ぜると砂や泥
が落ち、摩擦で皮が剥けて綺麗になる。中央会という樽の中で多く
の会員に揉まれ苦労をともにする事で一皮むけた自分になるとと
もに多くの友人が出来る。だから、とにかく会に参加する事。そし
て役を受けて欲しい。」とアドバイスをいただきました。
　私も中央会の活動を通じて多くの人脈、多くの事を学んでいこ
うと思います。お忙しい中、取材にご協力いただきまして、誠にあ
りがとうございました。　　　　　　　　　        （記事：足立匡）

ＯＢ訪問ＯＢ訪問 探偵！TSCスクープ

安達  清ＯＢ（第17期卒）を訪ねて



〈コメント〉 
はじめまして。この度、中央会に入会いたしました、石原竜です。㈲青空オートで自
動車整備をさせていただいてます。スタッフは少人数ではありますが、協力し合
い、お客様の安全と安心を提供するためにスタッフ全員で業務にあたっています。
出会いを大切にし、先輩方のお話を聞きながら今後は様々な事に、チャレンジして
いきたい思っております。そして、自己研鑽に努めていきたいと思います。

（
広
報
委
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会
）

H25.12（H25年度）入会

（推薦者）	竹ノ内（賢）
	 松田（幸）

石
いし

　原
はら

　　　竜
りょう

 Ａ型 
㈲青空オート 工場長

工場長

〒689-3537 米子市古豊千944-4

ＴＥＬ 27-0799　ＦＡＸ 27-3990

（KT）090-7970-4444		

（EM）i-rocky-family@sea.chukai.ne.jp	

	 	 Ｓ59.03生

〈コメント〉 
この度入会させて頂きました、㈱シーエイチエス皆生温泉松涛園の福島利幸です。11月
にはわい温泉千年亭から一年ぶりに皆生温泉に戻って勤務しております。中央会に入会さ
せて頂き、諸先輩から色々と勉強させて頂きながら、今後の仕事だけでなく、自分の人生に
プラスになるように参加させて頂ければと考えております。よろしくお願い致します。

（
総
務
委
員
会
）

H25.12（H25年度）入会

（推薦者）	秋里（武）
	 伊坂（明）

福
ふく

　島
しま

　利
とし

　幸
ゆき

 Ａ型 
㈱シー・エイチ・エス 総務部長

旅館業

〒683-0001 米子市皆生温泉4-25-15

ＴＥＬ 22-3107　ＦＡＸ 22-3100

（KT）090-4699-0987		

（EM）fukushima@sennentei.net	

	 	 Ｓ50.10生
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編集後記

絆委員会
平成25年12月5日（木）18：30〜　場所：中国料理 大連

議題／	・役員会報告　　・会員拡大について

		 ・新入会員オリエンテーションについて　　・その他

ビジネス経営委員会
平成25年12月10日（火）19：00〜　場所：松涛園

議題／	・役員会報告　　・松江･安来ＹＥＧ交流事会反省

		 ・2月例会について　　・会員拡大について　　・その他

政治行政委員会
平成25年12月9日（月） 19：00〜　場所：中国料理 大連

議題／	・役員会報告　　・11月例会反省

		 ・会員拡大について　　・その他

広報委員会
平成25年12月6日（金）19：00〜　場所：ガイナックスシアター

議題／		・役員会報告　　・ハンサム302号について

			 ・12月例会について　　・その他

総務委員会
平成25年12月11日（水）18：45〜　場所：東光園

議題／		・役員会報告　　・新年例会について

			 ・会員拡大について　　・その他

		

40周年記念事業委員会
平成25年12月5日（木）19：00〜　場所：炉端かば

議題／		・役員会報告　　・40周年ついて

			 ・会員拡大について	　・その他

12月度委員会報告

１月役員会報告
　１月役員会が平成26年１月６日（月）米子コンベンション

センター第３会議室にて開催されました。当日の主な議題は

以下の通りです。

　・12月例会報告の件　　・１月新年例会開催の件

　・２月例会開催の件　　 ・その他

＊なお、詳細につきましては、各委員長までご確認下さい。 

１月新年例会のご案内
と　き：平成26年1月15日（水）18：30〜21：00

ところ：米子全日空ホテル　飛鳥の間

内　容：新年例会（賀詞交歓会、アトラクション他）

担　当：第39期総務委員会

　新年あけましておめでとうございます。本年もどうぞよろし
くお願いします。
　さあいよいよ40周年の年に入りました。会員みんなで団結す
れば40周年事業も必ずや成功すると確信しております。共にが
んばりましょう！　　  　　　　　　　　　　      　　　（生田）

　〜40周年記念実行委員会 高井賢一会員より〜
　2月末頃まで『隠岐さば祭り』開催中!! 今季2000本限
定! 売切れ御免の商品です。隠岐ノ島のきれいな海で育ま
れた養殖の鯖を朝〆で毎日直送中!! 脂がたっぷりのって、
食べた瞬間口の中に旨味が広がります。松﨑さんもおすす
めの旬門グループでしか味わえない新鮮な『隠岐さば』
を、お造り、しゃぶしゃぶでご賞味下さい!!

我が社の看板娘我が社の看板娘

〒683-0053　鳥取県米子市明治町154-1
　　　　　　　　　　　駅前パーキングビル1F
　℡0859-21-7088
■営業時間　昼：11:30～13:30(L.O)
　　　　　　夜：17:00～24:00(L.O)

①松﨑 詩織　23歳／4年
②ショッピング
③笑顔が素敵な人
④いつも笑顔でお出迎えいたします(^O^)／　
　ご来店お待ちしてま～す!!
　※①名前  年齢 勤続年数／②好きな食べ物／③好きな男性のタイプ／④一言

旬門  米子本店

　さて、ご承知の通
り「消費税改正法」に
より、消費税率が平成
26年4月１日に8％、
平成27年10月1日（予
定）には10％に引き
上げられることにな

りました。消費税率は平成９年に3％から5％に増税になりました
が、今回は短期間で2段階にわたり引き上げを行う点が前回の増
税と大きく異なります。従って価格表示の方法等 、企業経営に関
わる課題が見えてきます。
　そこで消費税の増税に伴う、価格表示の注意点について述べた
いと思います。消費者に商品の販売やサービス提供を行う課税事
業者は、値札やチラシ等の価格表示について、消費税引き上げ後
も本体価格の変わらない、外税表示が認められ、値札の変更等の
事務負担を軽減したり、値ごろ感を維持することができます。（＊
特定措置の適応期限は平成29年3月31日までとなります。）　
　上記については、消費税率増税の課題の一例ですが、消費税率
引き上げにあたって企業経営者が対応することは山積みです。が、
当会には経験豊富な知識を持った会員が在籍していますので、一
度相談してみてはいかがでしょうか。　　（総務委員長　本田 繁）
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